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という想いで始めていたら、ここま
で続けられなかったと思います。
SHINGO：最初は本当にライトな
ノリでしたね。当時ぼくらはレゲエ
などのブラックミュージックも好き
で TATSU なんか髪型が奇抜でし
た（笑）。ただそういうギャップも

あってか、「なんかヤンキーみたい
のが手話ダンスやってるぞ」みたい
に評判が良かったんです。
―そ れ は 確 か にも の すご い
ギャップですね……（笑）。
TATSU：僕らは手話ダンスをかっ
こいいものとしてやっていたんです
けど、ある時のクラブイベントで大
学生の人たちがすごい真剣に「泣
きそうになりました」、「感動しまし
た」って言ってくれたんです。〝ダン
スで人に感動してもらえる〟という

―てっきり「友だちに耳の聞こえ
ない人がいて……」という理由か
と思っていましたが、そういうきっ
かけだったんですね！
TATSU：そうなんですよ。純 粋
に「かっこいい！」と思ったからで、
逆に「聞こえない人に届けたい！」

ことがそれまでなかったので、自
分たちのダンスでいろんな人が感
動してくれるのを実感したその時か
ら、もっと真剣にこの手話ダンスを
突き詰めていこうと思ったんです。

※ニューヨークの劇場アポロシアターで開催され
ている、歌手やダンサーのコンテスト『アマチュ
アナイト』。プロへの登竜門とされ、数多くのス
ターを輩出してきた。

最初はブレイクダンス、
手話ダンスはテレビドラマから？ 

―純粋にダンサーとして「かっこい
いから」という経緯だったんですね！
TATSU：それから 2 人でいろんな
ダンスイベントやコンテストに挑戦
しまくって、結構優勝したりもした
んですけど、賞金とかで生計を立て
ていけるものでは到底なかったので、
なんかいい方法ないかなと思った時
に知り合いから「NYのアポロシア
ター※で活躍している日本人がいる
よ」って教えてもらったんですよ。
SHINGO：優勝したら全米のテレ
ビに出れて超有名になれるという
もので、これは挑戦するしかない
と思って英語の曲を英語の手話で
憶えて……、その頃僕らはポッピン

やアニメーションをやっていたので
それでショーを作って挑戦しに行
きました。
―現地でのお客さんの反応はい
かがでしたか？
TATSU：この大会の特徴として、
ブーイングがすごいというか出演
者の 8 割は途中でブーイングされ
て返されちゃうんですよ。すごく残
酷でみんな泣いて戻ってくるぐらい。
これは僕らもダメだなと思っていた
ら、僕らの時はスタンディングオ
ベーションが起こったんです！

―お 2 人ともご出身は湘南なん
ですよね？　知り合ったのはいつぐ
らいになるのですか？
TATSU：僕たち小学校 1 年からの
幼なじみなんですよ。小中高と一
緒で、高校は平塚の高校に通って
いたんですけど卒業後はそのまま
平塚で 2 人暮らししてたぐらいの
仲なんです。
SHINGO：5 年ぐらい一緒に暮ら
してたよね。
―その頃にはダンサーとして 2
人で活動されていたのでしょうか？
TATSU：僕らがストリートダンス
に出会ったのは中学生の頃でした。
学校の仲間たちと商店街でブレイ
クダンスを始めたのが最初のダン
スのきっかけですね。

SHINGO：やっぱりそれぐらいの
時って学校の先輩に憧れがあって、
結構田舎の方の学校だったので男
子はもう暴走族かブレイクダンスか、
みたいな感じだったんですよ（笑）。
TATSU：それから大学でもダンス
の熱は続いていて、その時にダン
スに手話を取り入れるようになりま
したね。
―手話を取り入れるのはどんな
きっかけがあったのでしょうか？
TATSU：「オレンジデイズ」という
ドラマがきっかけです。耳の聞こえ
ない女の子に妻夫木君が手話で接
しているのがかっこよく見えて、〝手
話で感情を伝えること〟がすごい
キュンとくると思って手話に興味を
持ったのが最初ですね。

主な活躍や受賞歴（の一部）を紹介！
2009年　NYアポロシアター「アマチュアナイト」優勝

2010年　NYアポロシアター「アマチュアナイト」公認パフォー
マーとして帰国

2012年　海外支援活動プロジェクト（カンボジア） 

2013年　ろう者のオリンピック「デフリンピック」日本選手団
応援ソング制作

2014年　神奈川県中学高校50校公演プロジェクトスタート

2015年　全国高校生手話パフォーマンス甲子園プロジェクト
ゲスト出演

2016年　「DANCE EARTH PARTY」楽曲手話ダンス振付

2017年　第23回夏季デフリンピック応援テーマソング制作

2018年　東 京都 パラスポーツ応 援プロジェクト「TEAM 
BEYOND」選出

2019年　ローマ教皇来日東京ドーム合同ミサ手話パフォーマ
ンス＆振付

2020年　青年版国民栄誉賞受賞

2022年　日本初となる手話でエンターテインメントを届ける
夏フェスを開催

―海外でも〝手話ダンス〟が通
じたんですね！
TATSU：それでどんどん 2 回戦、
年間大会と勝ち進むことができて、
年間チャンピオンになることができ
たんです。
SHINGO：優勝のコールをされた
時は本当に鳥肌が立ちましたね！　
日本とは全然違う反応や歓声の大
きさは今でも思いだせます！
TATSU：その経歴もあって、帰国
してから密着ドキュメンタリーをテ
レビで放送していただいて、結構
視聴率が良かったみたいでそこか
らいろんな依頼が一気に来るよう
になりましたね！
―ダンサーとしての活動が実を

―その時はどのような楽曲で踊
られたのですか？
TATSU：「We Are The World」
とか有名な曲を手話で教えてみん
なで踊りました。そこで子どもたち
の楽しそうな笑顔をもらった時に、
自分たちの想いを歌詞にして手話
にして歌いたい気持ちになったんで
す。それから SHINGO が歌詞を
作った「ダンスで笑顔になろう」と
いう内容の曲で手話をつけてやっ
てみせて、そこからが僕らの歌のス
タートでしたね。
―そこから今のスタイルができ
ていったんですね！　そうやって手
話を取り入れる上での工夫や大変
なことは何かありますか？

―確かに！ つねに手が見える動
きのパフォーマンスを意識しなけ
ればいけないんですね !

TATSU：身体の向きも
斜めでも伝わる手話を
知っていないと、全部
正面を向いたままのパ
フォーマンスになってし
まいますからね。
SHINGO：でも、すべ
てを聞こえない人に分
かってもらおうとすると
ダンスとしてかっこいい
ものではなくなったりす
るので、そのバランス
のせめぎ合いはいつも
苦労しています。

結んだんですね！　では、そこか
ら歌手活動はどうやって始まった
のでしょうか？
TATSU：海外支援活動でカンボジ
アを訪れたことがきっかけです。「親
がいない子たちにダンスで笑顔に
なってもらいたい」という企画が
あって。
SHINGO：当時、体育の授 業 が
ない学校があったので一緒に身体
を動かすだけでみんな大興奮なん
です。ダンスの前の準備体操する
だけでフェスみたいに盛り上がっ
て、正直アポロシアター
の時より盛り上がったん
じゃないかというレベル
で（笑）。

TATSU：手話を作る時
は必ず耳の聞こえない方
と一緒に作っています。も
ちろん、自分たちだけで
作ろうと思えば作れるんで
すけど、もともと手話は〝聞
こえない人の言語〟です
から、聞こえない人と一
緒に作ることによってリア
リティが生まれると思って
います。
SHINGO：大 変 な こと
と言えば、やっぱり動き
が制限されることですね。
ダンスってやはり手の動きがすごい
重要だから、それが自由にならな
い難しさはありますね。

―なるほど、「手話として伝わる
こと」と「パフォーマンスとしての
良さ」を両立させることが難しい
んですね……。
TATSU：他にも手を動かす距離や
時間で意味合いが変わってきたり
することもあります。ちょんと手を
動かすだけだと「ありがとう」だけ
ど、ゆっくり深くやると「どうもあ
りがとうございます」のような感じ
になります。
SHINGO：「ありがとう」も手のひ
らの向きが違っただけで「やめてく
ださい」という意味になったりして、
手話って結構ちょっとした動きの違
いで伝わる内容が全然違ってくるん
ですよ。

再生回数1,100万回以上！
代表曲「僕が君の耳になる」MV
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湘南出身のダンサー発のアーティストとして世界的な活躍を見せているHANDSIGNのTATSUと
SHINGO。そんな彼らの地元湘南を巡りながら、その輝かしい軌跡を語ってもらった！

彼らの代表曲と言えるのが「僕
が君の耳になる」。2017年にド
ラマ仕立てのMVが公開され、
現在までに1,100万回以上再生
されている感動大作だ！

TATATTSU    SHISU    SHINNGOGO

0011

純粋にかっこいいと思ったダンスで
みんなが感動してくれた。0022

行き詰まりを感じた日本での活動、
そして海外への挑戦。0033

優勝、帰国、テレビ放送。
そして準備運動で大盛りあがり？0044

自分たちの想いを歌詞に、
手話にして歌いたい。0055

手話として伝えること、
ダンスとして成り立っていること。0066
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